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１ 流域治水対策について

図１ 国土交通省 「流域治水」の基本的な考え方 より

2022年6月27日撮影 天竜川堤防（浜北区地内）

写真１ 写真２

2022年9月25日撮影
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絡んだ稲わらに氾濫した雨水で

倒壊したと思われるフェンス

天竜川 堤防点検のための除草作業 稲刈り後の稲わら 河道の流下能力の維持に対する懸念

2022年9月24日撮影

2022年9月24日撮影

橋下の水道管に絡みついた稲わら

（安間川 若草橋 市野町）
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2019年1月23日撮影 遊水地工事現場

2019年5月21日撮影 まんごく橋

資料２

2019年3月 遊水地運用開始

遊水地の整備を計画

2019年5月21日撮影 安間川まんごく橋上流

2019年5月21日

遊水地効果で川の水面40cm低下の報道あり

ほぼ同時刻 まんごく橋上流は越水

安間川 浜松環状線 まんごく橋上流の状況

西支川

安間川
浜松環状線

まんごく橋

安間川

西支川

安間川

まんごく橋 3.2m幅

2017年6月21日撮影 笠井上町

まんごく橋

まんごく橋から上流は整備計画に入っていない



２ 家庭ごみ減量の推進に向けて

仙台市泉区泉ヶ丘小学校区での資源物回収の取り組み

・ 市の回収の空いている曜日を活用し、資源物回収（毎週水曜日）

・ 子ども会育成会の指定業者が収集して回る （市は収集しない、別途、資源物回収に対する市の奨励金交付あり）

・ 雑紙に加え、アルミ缶、ビン類、布類も回収

・ 子ども会育成会は、回収後に集積所を見回りチェックを実施とのこと

・ 問い合わせがあれば、市から地域のためになると水曜日の資源物回収への協力を依頼

2022年8月10日撮影

資料３

集積所に出された雑紙、アルミ缶などの資源物 →

参考１

参考２

仙台市の取り組み 仙台市ごみ減量リサイクル情報総合サイト ワケルネット より

２００２年11月

に登場したキャ

ラクター「ワケル

くん」を活用して

インパクトのある広報媒

体を作成しているとのこ

と

野菜市で『乾燥生ごみ』

新鮮野菜と交換。

また、スタンプカードに

押印し、そのスタンプ数

に応じてごみ減量・リサ

イクルグッズ等と交換す

るなどの仕組み



資料４
熊本市の取り組み

2022年7月27日撮影（４）紙の収集日 集積所の状況

２ 家庭ごみ減量の推進に向けて

参考３

（１）定期に収集する家庭ごみ

（３）熊本市ごみカレンダーアプリ

熊本市公式ホームページより

(2)熊本市のごみ収集の変遷（抜粋）

平成10年4月 「もえるごみ」を「燃やすごみ」に名称変更。

「もえないごみ」を「埋立ごみ」に名称変更。

「資源ごみ」を「資源物」に名称変更。

「雑誌（チラシ・包装紙・紙箱）」を「その他の紙」に名称変更。

「新聞」に折り込みチラシを含める。

週3回の「もえるごみ」収集を週2回の「燃やすごみ」収集へ変更。

「資源物」収集品目のうち「新聞・折り込みチラシ」、「段ボール」、「その他の紙」

の収集を分離し、新設して週1回収集する「紙」の収集品目とする。

月2回の「資源物」収集品目に、「ペットボトル」を追加。



３ インクルーシブな遊び場の普及について

西中瀬中央公園 2022年8月３１日撮影

砧公園ホームページより東京都 砧公園

資料５



６ 子宮頸がん予防について
資料６

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

１人 8人 0人 0人 2人 1人 0人 1人 1人 0人 0人 0人 1人

・年度は「予防接種後副反応疑い報告書」が提出された年度。
・人数は浜松市が医療機関等からの「予防接種後副反応疑い報告書」により報告を受けた人数。
・「予防接種後副反応疑い報告書」による報告は予防接種後に現れた症状を報告するものであり、
予防接種との因果関係や予防接種健康被害救済と直接結びつくものではない。

・件数には予防接種法に基づく定期予防接種のほか、希望により受ける任意接種の報告を含む。

HPVワクチン接種において副反応疑いがあった方の人数（年度別、実人数）

（人）

（％）

グラフ１

グラフ２

グラフ３

（年代）

表１

データ提供：浜松市健康福祉部

2021年度３回目、

2022年度の状況

は集計中

（人）
実人数：標準的接種年齢である13歳女子に加え、

当該年度に1回でも接種した方の人数

（2022年7月末時点）

＜条件補足＞
・○○年度に接種した合計人数ではなく、○○年度に「1回目」を接種した人を追っている
・1回目接種した人を追っているので、転入し、2回目から浜松市で接種した人数は計上していない
・転出したため、2回目や3回目を接種できなかった（接種記録が浜松市にない）人は計上していない
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スウェーデンでの HPV 自己サンプリングにより、

子宮頸がんのより迅速な排除が可能に

2022年9月8日付 WHO Europe報道抜粋

資料７図１ 厚生労働省2022年版リーフレット（抜粋）

330,000個のセルフサンプリングキットが発送されたストックホル
ム地域では、わずか 1 年で、母集団のテストカバレッジが 75% から
85% に劇的に 10% 増加しました。

セルフケア介入に関するWHOの

推奨事項
子宮頸がん検診の一環としてのヒトパピ

ローマウイルス (HPV) セルフサンプリング

図２ 図３


